
〈
特
集
「
身
心
観
の
諸
相
―

脳
死
・
臓
器
移
植
の
思
想
性
を
考
え
る
Ｉ

」
４
〉

脳
死
及
び
臓
器
移
植
の
問
題
点

は

じ

め

に

身
と

心
、
身
体
と
精
神
、
肉
体
と
霊
魂
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
観
る
か
、

文
化
圏

に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
か
、
現
代
に
生
き
る
人
類
と
し

て
共
通

の
身
心
観
を
わ
れ
わ
れ

は
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
今
回
の

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
主
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
副
題
の
「
脳
死
・

臓
器
移
植
の
思
想
性

を
考
え
る
」
上
で
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
時
恰
も
「
脳
死

臨
調
」

の

中
間
意
見
発
表
の
時
期
と
前
後
し
、
思
想
の
研

究
に
携

わ
る
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
「
人
の
個
体
の
死

の
認
定
」

を
め
ぐ
る
最

重
要
課
題
で

あ
る
。

こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
医

学
・

哲
学
・

仏
教
学
そ

れ
ぞ

れ
の
立
場

か

ら
三
人

の
提
題
者

に
よ

る
基
調

講
演
が
行

わ
れ
、
こ
れ

に
つ

い
て
私

に
コ
メ

ッ
ト
す
る
よ
う
求

め
ら
れ

た
の
で

、
問
題
点
を
八
項
目
に
整
理
し
て
極
く
短

い
見
解
を
申
し
述

べ
た
。
こ
こ

に
改

め
て
筆
を
加
え
「
脳
死
及
び
臓
器
移
植

丸
　
山
　
孝
　
雄

の
問
題
点
」

を
提
示

し
た
い
。

一
　

身

心

観

の

諸
相

市
川
浩
・
小
川
一
乗
両
教
授
と
も
、
西
欧
の
身
心
観
は
身

（
肉
体
）
と
心

（
精
神
・
霊
魂
）
と
を
、
二
つ
の
異
な
る
根
本
原
理
と

観
る
身
心
二
元
論
（
霊

肉

二
元
論
）
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
市
川
教
授
は
「
キ
リ

ス
ト
教
社
会
で

あ
る
西
欧
で
遺
体
に
た
い
す
る
考
え
方
が
比
較
的
ド
ラ
イ
な
の

は
、
こ
の
よ

う
な
霊
肉
二
元
の
考
え
方
に
原
因

が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。」
と
指
摘
す
る
。

西
欧
の
身
心
二
元

論
の
源
流
を
尋
ね
る
に
、
ギ
リ

シ
ア
哲
学
で
は
、
ま
ず

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教
の
影
響
を
受
け
た

ピ
ュ

タ
ゴ
ラ
ス
の
霊
魂
の
輪
廻

説
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
霊
魂
は
不
滅
で
あ
る
が
、
前
世
の
罪
の
た
め

に
、
牢
獄
あ
る
い
は
墳
墓
の
ご
と
き
肉
体
の
内

に
封
じ
込
め
ら
れ
、
死
後
も

動
物
と
人
間

の
体

に
周
期
的
に
転
生
し
、
永
い
浄
化
の
過
程
を
経
て
、
清
浄

点題問の植移器臓び及死脳
－

－

｛
り１



な
者

及
び
敬
虔

な
者

の
霊
魂
の
み
が
再

生
の
輪
廻
か
ら
救
わ
れ
、
肉
体
を
離

れ
た
精

神
の
生
活

に
立

ち
帰

る
、
と

い
う
の
で

あ
る

。
こ
の
思
想
は
ソ

ク
ラ

テ
ス
・
プ
ラ
ト
ン
の
身

心
観

に
も
大
き

な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
こ
こ
で
は
肉

体
を
墳
墓
と
し
て
蔑
視
し
霊
魂

の
浄
化

解
放
を
説
く
思
想
が
み
ら
れ
る

の
で

あ
る
。
ま
た
『
旧
約
聖
書
』
「
創
世
記
」
「
二
―
七

」
に
は
「
主
な

る
神
は
、
土
（
ア

ダ

マ
）
の
塵
で
人
（
ア
ダ

ム
）

を
形

づ
く
り
、
そ
の
鼻
に
命

の
息
を
吹
き
入

れ
ら
れ
た
。
人
は
こ
う
し
て

生
き
る
者
と

な

っ
た
。」
と
記

さ
れ
て
い

る
。
こ

こ
に
、
西
欧
に
お
い
て
身
体
を
単
な
る
物
質
と

み
な
す
源
泉

が
み
ら

れ
る
。

近
世
哲
学
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
デ
カ
ル
ト
の
身
心
二
元
論
は
後
世
に

大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

市
川

教
授
は
、
西

欧
の
身

心
二
元

論
に
対

し
て
、
東
洋
、
特

に
日
本
で

は

「
身
心
一
体
」
観
で
あ
る
と

し
、
身
と
心
の
用
語

例
を
吟
味
し
て
次

の

よ

う

に
論

ず
る
。

「
身
」

に
お
い
て
は
、
「
頭
」

は
特
権
的
地
位
を
も
た
な
い
。
（
中
略
）

日

本
人

の
こ
こ

ろ
も
ま
た
、
頭
ば

か
り
で
は
な
く
。
心
臓
も
、
肝
も
、

腹

も
、
ま
た
意
識

の
領
域

の
み

な
ら
ず
、
無
意
識

の
領
域
を
も
含

め
た

身
の
統
合
で
あ
る
。
「
身
も

心
も
」
と

い
う
場

合

の
「
身
」
や

「
心
」

は
、
二
元
論
的
な
発
想
で

は
な
い
。
身

心
一
体
と

な
っ
た
全
存
在
を
あ

ら
わ
す
言
葉
で
あ

る
。
（
比
較
思
想
学
会
第
一
八
回
大
会
の
レ
ジ
ュ
メ
よ
り
引

用
、
以
下
同
）

ま
た
小
川
教
授
は
、
西
欧
の
身
心
二
元
論
に
対

し
、
仏
教
で

は
人
間

の
存

在
は
(
1
)
五
蘊
仮
和
合
で
あ
っ
て
、
縁
起
的
存
在
で
あ
り
、
(
2
)
「
死
す
べ
き
身
」

で
あ
り
。
(
3
)
「
迷
い
の
生
存
」
で
あ
っ
て
、
仏
教
は
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
る

道
を
説
い
て
い
る
、
と

す
る
。

二
　

人

間

の

個

体

の
死

人
間
を
、
人
格
的
人
間
（
人
）
と

生
物
的
人
間
（
ヒ
ト
）
と
に
分

け
る
見

方

が
あ
る
。
人
格
的
人
間
は
人
格
を
そ
な
え
家
族
・

知
人
等
と
の
人
間
関
係

を
も
つ
社
会
的
人
間
で
あ
り
、
そ
の
死

は
一
人
称
の
死
（
自
分
自
身
の
死
）
・

二
人
称
の
死

（
あ
な
た
の
死
）
・
三
人

称
の
死

（
他
人

の
死
）

に
分
類

さ

れ

る
。
生
物
的
人
間
は
器
官

（
臓
器
）
体
系
の
統
合
体
と
し
て

の
人
間
で
あ
り
、

そ

の
死

は
、
こ
れ
ま
で
三
兆
候
説
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。

三
　

脳

死

を

も

っ
て

人

間

の
個

体

の
死

と
認

め
得

る

か

脳
神
経
外
科
医
の
福
間
誠
之
博
士
は
、
こ
れ
ま
で
医

師
の
三
兆
候
説

に
よ

る
死

亡
判
定

に
つ

い
て
家
族
か
ら
異
議
を
申
し
出

る
も
の
は
な
か
っ
た
と
し
、

「
脳
死
」
に
つ

い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
る
。

と
こ
ろ
が
脳
死
患

者
は
（
中
略
）
触
れ
れ
ば
温
か
く
、
一
見
し
て

元

気

な
と
き
と
変

わ
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
異

な

る
の
で
、
脳
死
で

あ
る
こ
と

を
伝
え
て
も
家
族
に
は
す
ぐ
に
患
者
が
死

ん
で
い
る
と
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
。

家
族
に
と

っ
て

は
患
者
は
二
人
称
で
呼

ぶ
存
在
で
あ
り
、
「
脳

死
」
を

も

っ
て
「
二
人
称
の
死
」

と
は
認
め
難
い
の
で
あ
る
。
福
間
博
士
は
「
脳
死
患



者
」
「
脳
死
状
態

の
患
者
」
と
い
う
語
を
用
い
「
脳
死
は
人
の
死
で
あ
る
か
」

と
疑
問
を
投

げ
か
け
て

い
る
。
そ
し
て
「
脳
死
の
判
定
」
に
つ
い
て

、
脳
機

能
の
停
止
を
外

か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
非
常
に
複

雑
な
検
査
を
要
し
、
第
一
線

の
救
急
病
院
で
は
判
定
で
き
な
い
事
態
に
な
る
、

と
い
い
、
「

臓
器
移
植
」

に
つ
い
て
、

臓
器
移
植

を
前
提
と
し
て
脳
死
を
判
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
確
実
な
判

定
基
準
で

あ
っ
て

、
し

か
も
ど
こ
で
で
も
実
施
可
能
な
も
の
が
必
要

と

な
る
。（
中
略
）
ま
た
、
判
定
に
少
し
で
も
疑
わ
し
い
点
が
あ
れ
ば
、
判

定
を
保
留
し
て

、
時
間
を
か
け
て
経
過
を
観
察
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば

な
ら

な
い
。

と
述

べ
、
脳
死
判
定

の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

市
川
教
授

は
「
身

心
一
体
」
観
に
立
脚
し
て

、
人
間
の
死
は
プ
ロ

セ
ス
に

お
い
て
あ
り
、
死

の
判
定

は
「
万
人
に
分
か
り
、
納
得
で
き
る
し
る
し
（
徴

候
）
と
基
準

に
よ
ら

な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と

し
、
「
脳
死
」
及

び
「
臓

器

移
植
」

に
関
す

る
問
題

点
を
指
摘
す
る
。

ま

た
小
川
教
授
も

「
生
と
死
と
の
境
界
は
厳
密
な
意
味
で
は
明

確
で
は
な

く
、
（
中
略
）『
脳
死
』
を
人
間
の
死
と
す
る
こ
と
の
問
題
性
は
、
分
断

す

る

こ
と

の
で
き

な
い
生
と
死
を
必
要
性
を
優
先
さ
せ
て
分
断
す
る
そ
の
点
に
あ

る
。」
と
指
摘
す

る
。

現
代

の
日
本

に
お

い
て
は
、
人
間
の
個
体
の
死

を
判
定
し
、
死
亡
診
断

書

に
そ
の
死
亡
時
刻
を
記

入
す
る
の
は
医

師
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
死

の

判
定
は
三
兆
候
説

に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て

き
た
。
こ
の
場
合
。
生
物
的
人

間

の
個

体
の
死

に
重
点

が
置
か
れ
る
。
家
族
・
親
族
や
知
人
は
厳
粛
に
患
者
の

死

に
ゆ
く

プ
ロ
セ
ス
を
見
詰

め
見

送
り
。
通

夜
・
密
葬
・
葬
儀
・
初
七
日
等

を
営
み

、
そ

の
過

程
に
お
い
て
徐

々
に
人
格

的
人
間
の
個
体
の
死

を
確
認
し

受

け
容
れ
て

い
く
。

し

か
し
「
脳
死
」

の
場
合
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
「
医
学
的
に
は
脳

死

を

も
っ
て

ヒ
ト
の
個
体
の
死
と
認
定
す
る
」
と

主
張
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
も

っ

て
人

格
的
人

間
の
個
体
の
死
と
す
る
こ
と

は
受
け
容
れ
難
い
の
で

あ
る
。

四

「
脳
死

」

と

「
臓

器

移

植

」

「
脳
死
」
と

「
臓
器
移
植
」
と

は
、
本
来
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
政
府
の

「
臨
時
脳
死
及

び
臓
器
移
植
調
査
会

（
脳
死
臨
調
）
」
（
永
井

道
雄

会

長
）

の

名
称
で

は
「
及

び
」
と
い
う
併
列

の
意
を
表
わ
す
接
続
詞
に
よ
っ
て
両
者
が

結

ば
れ
て

い
る
。
し
か
し
審
議
の
方
向
は
「
臓
器
移
植
」
を
前

提

と

し

た

「
脳
死
」
問
題
の
論
議
に
傾
い
て
い
る
。

三
兆

候
説
に
よ
る
人
間
の
個
体
の
死
を
待

っ
て
い
て
は
心
臓
移
植
は
で
き

ず
、
ま
た
最
近

生
体
肝
移
植
も
行

わ
れ
て
い
る
が
「
脳
死
患
者
」
か
ら
の
肝

臓

移
植
等
が
期
待

さ
れ
、
「
臓
器
移
植
」
を
前
提
と
し
た
「
脳
死
」
が

論

議

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
脳
死
移
植
」
と
い
う
用
語
す
ら
使
用

さ
れ
る

に

至

っ
た
。

お
わ
り

に

点題問の植移器臓び及死脳

「
臓
器

移
植
」

を
前
提
と
し
た
「
脳
死
」
の
問
題
を
論
ず
る
場
合
、
イ
ン



フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
〔
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
ｄ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
十
分
な
説
明
を
受
け

た
後

の
患
者

（
及
び
家

族
）

の
承
諾
〕
、

リ

ヴ
ィ
ン

グ
・

ウ
ィ
ル
（
Ｌ
ｉｖ
ｉｎ
ｇ

Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
生
前
発
効
の
遺
言
）
、
自
己
決
定
権
、
法
制
化
の
問
題
点
な
ど
論
ず
べ

き
課
題

が
多

い
。

市
川
教
授
が
指
摘
す

る
ご
と

く
「
立
法
化
」
に
は
社
会
的
強
制
力
・

普
遍

化
・
拡
大
解

釈
の
不
安

が
つ
き

ま
と
う

。

わ
が
国
に
は
「
角
膜
及
び
腎
臓
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
昭
5
4
・
1
2
・
1
8

法
6
3）
が
あ

り
、
条
件
付
き
で
死

体
か
ら
の
眼
球
又
は
腎

臓
の
摘
出
が

で

き

る
こ
と

に
な

っ
て
い

る
。
こ

の
「
死
体
」
は
「
三
兆
候
説
に
基
づ
く
死

亡
認

定
を
受
け
た
死
体
」
で
あ
る
と
一
般
に
は
解
釈
さ
れ
る
が
、
最

近
、
「
脳

死

状
態
の
患
者
」
か
ら
の
腎
臓
移
植
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
拡
大
解
釈
は
医
の

倫
理
と
し
て
も
な
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
厳
に
戒
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

（
１
）
　
ツ
ェ
ラ
ー
著
、
大
谷
長
訳
『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
綱
要
』
未
来
社
、
一
九
五
五
年
、

八

三

頁

。

（
２
）
　
ツ
ェ
ラ
ー
著
、
前
掲
書
、
一
九
六
頁
。

井

筒

俊

彦

『

神

秘

哲

学
　

第

二

部
　

神

秘

主

義

の

ギ

リ

シ

ア

哲

学

的

展

開

』

人
文
書
院
、
一
九
七
八
年
、
一
二
〇
頁
「
死
の
道
」

（

３

）

『

聖

書
　

新

共

同

訳

』

財

団

法

人

日

本

聖

書

協

会

、

一

九

八

七

年

。

Ｔ

Ｈ

Ｅ

　
Ｈ

Ｏ

Ｌ

Ｙ　

　
Ｓ

Ｃ

Ｒ

Ｉ
Ｐ

Ｔ

Ｕ

Ｒ

Ｅ

Ｓ

　
Ｏ
Ｆ

　
Ｔ

Ｈ

Ｅ

　
Ｏ
Ｌ

Ｄ

　
Ｔ

Ｅ

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｍ

Ｅ

Ｎ

Ｔ
「

Ｈ

ｅ
ｂ
ｒ
ｅ
w

　
ａ
ｎ

ｄ

　
Ｅ

ｎ
ｇ

ｌ
ｉｓ
ｈ
，
　
Ｌ
ｏ
ｎ

ｄ
ｏ
ｎ
「
　
１
９
８
５「

『

新

聖

書

大

辞

典

』

キ

リ

ス

ト

教

新

聞

社

、

一

九

七

一

年

、

二

八

頁

「

ア

ダ

ム

」
。

（

４

）
　

デ

カ

ル

ト

著

、

落

合

太

郎

訳

『

方

法

序

説

』

（

岩

波

文

庫

）

岩

波

書

店

、

一

九
五
三
年

、
「
第
五
部
」
特
に
七
三
頁
。

島
田
輝
子
『
生
命
の
倫
理
を
考
え
る
―
―
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
思
想
―
―
』

（
フ

マ
ニ
タ
ス
選
書
）
北
樹
出
版
、
一
九
八
八
年
、
一
八
頁

。

高
坂
正
顕

『
西
洋

哲
学
史
』
創
文
社
。
昭
和
四
十
六
年
、
二
三
九
頁
「
生
命

に
つ
い
て
」
。

（
５
）
　
政
府
の

「
脳
死
臨
調
」

は
、
わ
れ
わ
れ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
期
日
と
前
後
し

て
「
中
間
意
見
」
を
と

り
ま
と
め
（
平

成
三
年
五
月
三
十
日
、
同
年
六
月
十
四

日
）
、
平
成
三
年
六
月
十
五
日
付

の
新
聞
に
そ
の
内

容
が
公

表
さ
れ
た
。
「
脳
死

を
人
の
死
と
す

る
こ
と

に
反
対
」
の
少
数
意
見
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
　
唄
孝
一

『
臓
器

移
植
と

脳
死
の
法
的
研

究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年

、
四

〇
九
頁
。

（
７
）
　
厚
生
省
健
康
政
策
局
医
事
課
編
『
生
命
と
倫
理

に
つ
い
て
考
え
る
　

生
命
と

倫
理
に
関
す

る
懇
談
報
告
』
医
学
書
院
、
一
九

八
五
年
、
三
一
三
頁
。

日
本
尊
厳
死
協
会
編

『
誰
も
が
知
っ
て

お
き

た
い
　

リ
ピ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
』

人
間
の
科
学
社

、
一
九

八
八
年
、
一
三
頁
。

（
８
）
　
厚
生
省
健
康
政
策
局
医
事
課
編
、
前
掲
書
、
二
七
一
頁
。

（
９
）

「
朝
日
新
聞
」
（
一
九
九
一
年
五
月
三
十
日
1
2版
二
六
頁
「
岡
山
協
立
病
院
」

（
水
落
理
・
理
事
長
兼
院
長
）
で
去
年
十
一
月
、
脳
死

状
態
の
男

性
か
ら

腎

臓

を
摘
出
し

、
患

者
二
人

に
移
植
手
術
を
し
て

い
た
こ
と
が
二
十
九
日
ま
で

に
わ

か

っ
た
。
（
中
略
）
脳
死
腎
移
植
は

こ
れ
ま
で

年
間
三
十
例
程
度
行
わ
れ
て

き

た
と
推
定

さ
れ
る
が

、
今

回
の
例
は
、
政
府
の
「
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調

査
会
」
（
脳
死
臨
調
）
の
中
間
意
見
が
迫
り
、

脳
死

を
人
の
死
と
認

め
る
か

の

論
議
が
高

ま
っ
て
い
る
な
か
で
実
施
さ
れ
た
（
以
下
略
）
。

（
ま

る

や

ま

・

た

か

お

。

比

較
哲

学

・
仏

教

教
理

史

、

信

州

大

学

教

授
）

ｎ

乙

ｎ

／

｀
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